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1959 43伽 2 121伽2
1960 53 146 
1961 74 173 
1962 64 156 
1963 69 160 
1964 42 167 
1965 24 131 
1966 12 127 
1967 18 121 
1968 30 164 
1969 20 133 
1970 33 165 
1971 16 109 
1972 4 50 
1973 1 24 
図 1-4地幣沈下の激しい地域





























































































































































以降の記録をとってみても， 1911年， 1917年， 1921年，
1927年， 1939年， 1949年， 1953年， 1958年の8回ある。
なかでも1917年の高潮では，最高潮位は， T.P. （東京
















1962 37.1 ， 
1963 41. 2 ， 
1964 44.2 II 
1965 45.3 ， 
1966 50.2 ， 
1967 57.6 ， 
1968 57.8 ， 
1969 60.0 ， 
1970 64.1 ， 
1971 64.8 ， 
1972 66.0 ， 
1973 66. 7 ， 





-2.5m以下 2.lk初2 2. 1cm2 
-2.5～－2.0 7.1 9.2 
-2.0～－1. 5 9.6 18.8 
-1.5～－1.0 12.7 31. 5 
-1.0～ー0.5 18.6 50.1 
-0.5～ 0.0 17.5 67.6 
0.0～十0.5 29.8 97.4 
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条 例 等 （ 関連科学技術 ｜ 






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(1970年）は 51km2, 平均海面以下の面積は 35km2であ
る。浸水（流出を含む）による家屋被害を l戸当り平均
約30万円としても， 40.8万＋33.4万＝74.2万の家屋被害
は約 2,226億円となる。 30万円は安すぎる， 50万円だと
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グ ：地盤沈下 1975 昭和50年
